
参
拝
後
の
皆
さ
ん
の
表
情
は

参
拝
後
の
皆
さ
ん
の
表
情
は

一
様
に
爽
や
か
で
し
た
。

一
様
に
爽
や
か
で
し
た
。

　

＊
前
線
に
立
つ
泉
光
院

＊
前
線
に
立
つ
泉
光
院　

泉
光
院
の
山
号
は
天
守
山
で

泉
光
院
の
山
号
は
天
守
山
で

す
。
こ
の
名
は
本
堂
の
裏
に

す
。
こ
の
名
は
本
堂
の
裏
に

聳
え
る
標
高

聳
え
る
標
高
2020
ｍ
の
天
守
台

ｍ
の
天
守
台

に
由
来
す
る
よ
う
で
す
。
寺

に
由
来
す
る
よ
う
で
す
。
寺

の
創
建
は
不
明
で
す
が
、
洲

の
創
建
は
不
明
で
す
が
、
洲

崎
の
合
戦
後
、
戦
死
者
の
た

崎
の
合
戦
後
、
戦
死
者
の
た

め
に
開
か
れ
た
と
思
わ
れ
ま

め
に
開
か
れ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
当
然
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

す
。
当
然
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

も
多
く
、
本
堂
の
右
手
前
、

も
多
く
、
本
堂
の
右
手
前
、

い
ぼ
と
り
地
蔵
、
薬
師
堂
の

い
ぼ
と
り
地
蔵
、
薬
師
堂
の

左
手
前
に
特
に
強
い
エ
ネ
ル

左
手
前
に
特
に
強
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ギ
ー
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

＊
古
戦
場
の
風
景

＊
古
戦
場
の
風
景　

洲
崎

　

洲
崎

は
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
深
沢

は
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
深
沢

駅
の
周
辺
地
域
で
、
梶
原
、

駅
の
周
辺
地
域
で
、
梶
原
、

寺
分
、上
町
屋
、山
崎
に
わ
た

寺
分
、上
町
屋
、山
崎
に
わ
た

る
地
名
で
す
。
古
く
は
洲
崎

る
地
名
で
す
。
古
く
は
洲
崎

郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
３
３
３
年
（
元
弘
３
）

　

１
３
３
３
年
（
元
弘
３
）

５
月
、
こ
こ
で
鎌
倉
幕
府
が

５
月
、
こ
こ
で
鎌
倉
幕
府
が

滅
ぶ
大
き
な
戦
い
が
あ
り
ま

滅
ぶ
大
き
な
戦
い
が
あ
り
ま

し
た
。「
太
平
記
」は
、大
袈
裟

し
た
。「
太
平
記
」は
、大
袈
裟

な
数
字
で
新
田
義
貞
の
軍

な
数
字
で
新
田
義
貞
の
軍
5050

万
騎
と
幕
府
軍
６
万
騎
が
激

万
騎
と
幕
府
軍
６
万
騎
が
激

突
し
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

突
し
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

激
戦
地
の
中
心
は
藤
沢
市
宮

激
戦
地
の
中
心
は
藤
沢
市
宮

前
と
鎌
倉
市
の
梶
原
、
寺
分

前
と
鎌
倉
市
の
梶
原
、
寺
分

の
間
を
流
れ
る
柏
尾
川
の
河

の
間
を
流
れ
る
柏
尾
川
の
河

川
敷
、

川
敷
、
陣じ

ん
じ
ん

出で

と
呼
ば
れ
る
一

と
呼
ば
れ
る
一

帯
で
す
。
今
は
多
目
的
ス
ポ

帯
で
す
。
今
は
多
目
的
ス
ポ

ー
ツ
広
場
と
Ｊ
Ｒ
工
場
の
跡

ー
ツ
広
場
と
Ｊ
Ｒ
工
場
の
跡

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
眺

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
眺

望
の
き
く
風
景
は
古
戦
場
の

望
の
き
く
風
景
は
古
戦
場
の

名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

＊
等
覚
寺
の
石
塔
群

＊
等
覚
寺
の
石
塔
群　

洲

　

洲

崎
で
は
そ
の
後
も
戦
が
繰
り

崎
で
は
そ
の
後
も
戦
が
繰
り

返
さ
れ
ま
し
た
。
等
覚
寺
に

返
さ
れ
ま
し
た
。
等
覚
寺
に

は
付
近
か
ら
集
め
ら
れ
た
五

は
付
近
か
ら
集
め
ら
れ
た
五

輪
塔
や
宝
篋
印
塔
が
並
ん
で

輪
塔
や
宝
篋
印
塔
が
並
ん
で

い
ま
す
。
陣
出
の
石
塔
群
と

い
ま
す
。
陣
出
の
石
塔
群
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

新
緑
の
季
節
、
大
根
会
の

　

新
緑
の
季
節
、
大
根
会
の

み
な
さ
ん
と
古
戦
場
歩
き
を

み
な
さ
ん
と
古
戦
場
歩
き
を

し
ま
し
た
。
初
め
に
等
覚
寺

し
ま
し
た
。
初
め
に
等
覚
寺

を
訪
ね
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

を
訪
ね
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

本
堂
に
手
を
合
わ
せ
石
塔
群

本
堂
に
手
を
合
わ
せ
石
塔
群

に
向
か
う
時
、
ほ
と
ん
ど
の

に
向
か
う
時
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
足
を
止
め
て
し
ま
っ
た

人
が
足
を
止
め
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。「
こ
の
先
は
空
気

の
で
す
。「
こ
の
先
は
空
気

が
冷
た
い
。
ベ
ン
チ
の
前
は

が
冷
た
い
。
ベ
ン
チ
の
前
は

風
も
な
く
、癒
さ
れ
る
」と
言

風
も
な
く
、癒
さ
れ
る
」と
言

っ
て
動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。

っ
て
動
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

＊
浄
化
の
祈
り

＊
浄
化
の
祈
り　

そ
の

　

そ
の

時
、
主
宰
の
大
根
弘
行
師
が

時
、
主
宰
の
大
根
弘
行
師
が

進
み
出
て
、
祈
り
を
始
め
ま

進
み
出
て
、
祈
り
を
始
め
ま

し
た
。
石
塔
の
霊
を
覆
う
も

し
た
。
石
塔
の
霊
を
覆
う
も

の
を
払
い
、
清
ら
か
に
し

の
を
払
い
、
清
ら
か
に
し

て
、
お
出
ま
し
い
た
だ
く
祈

て
、
お
出
ま
し
い
た
だ
く
祈

り
だ
そ
う
で
す
。
大
根
師
は

り
だ
そ
う
で
す
。
大
根
師
は

呪
文
を
唱
え
な
が
ら
手
の
ひ

呪
文
を
唱
え
な
が
ら
手
の
ひ

ら
を
上
に
向
け
て
、
煽
ぐ
よ

ら
を
上
に
向
け
て
、
煽
ぐ
よ

う
な
し
ぐ
さ
を
繰
り
返
し
ま

う
な
し
ぐ
さ
を
繰
り
返
し
ま

す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
線

す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
線

香
の
香
り
が
す
る
」
と
い
う

香
の
香
り
が
す
る
」
と
い
う

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

祈
り
が
済
む
と
、
石
塔
の

　

祈
り
が
済
む
と
、
石
塔
の

前
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

前
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な

り
、
み
な
口
数
も
多
く
な
り

り
、
み
な
口
数
も
多
く
な
り

ま
し
た
。「
石
塔
の
左
側
の

ま
し
た
。「
石
塔
の
左
側
の

パ
ワ
ー
が
強
い
」
、「
手
を

パ
ワ
ー
が
強
い
」
、「
手
を

打
つ
音
が
広
が
る
よ
う
に
な

打
つ
音
が
広
が
る
よ
う
に
な

っ
た
」
、「
ま
だ
響
か
な
い
所

っ
た
」
、「
ま
だ
響
か
な
い
所

も
あ
る
」
な
ど
と
賑
や
か
で

も
あ
る
」
な
ど
と
賑
や
か
で

す
。
す
。7070
代
の
女
性
は
、「
靴
の

代
の
女
性
は
、「
靴
の

中
ま
で
温
か
く
な
る
」
と
言

中
ま
で
温
か
く
な
る
」
と
言

っ
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。
大

っ
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。
大

根
師
に
煽
ぐ
よ
う
な
し
ぐ
さ

根
師
に
煽
ぐ
よ
う
な
し
ぐ
さ

の
意
味
を
尋
ね
る
と
、「
亡

の
意
味
を
尋
ね
る
と
、「
亡

く
な
っ
た
人
た
ち
の
霊
を
天

く
な
っ
た
人
た
ち
の
霊
を
天

に
上
げ
る
よ
う
に
祈
り
ま
し

に
上
げ
る
よ
う
に
祈
り
ま
し

た
。
女
性
や
子
供
の
霊
も
い

た
。
女
性
や
子
供
の
霊
も
い

ま
し
た
よ
」

ま
し
た
よ
」

と
い
う
返
事

と
い
う
返
事

で
し
た
。

で
し
た
。

　

＊
陣
出
の

＊
陣
出
の

泣
塔
泣
塔　

泣
塔

　

泣
塔

は
、
ス
ポ
ー

は
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
一

ツ
広
場
の
一

角
に
あ
り
ま
す
。昔
、近
く
の

角
に
あ
り
ま
す
。昔
、近
く
の

寺
に
移
し
た
時
、
帰
り
た
い

寺
に
移
し
た
時
、
帰
り
た
い

と
泣
い
た
の
で
、
元
に
戻
し

と
泣
い
た
の
で
、
元
に
戻
し

た
と
い
う
曰
く
付
き
の
石
塔

た
と
い
う
曰
く
付
き
の
石
塔

で
す
。文
和
５
年（
１
３
５

で
す
。文
和
５
年（
１
３
５

４
）
４
） 

の
年
号
が
土
台
に
刻
ま

の
年
号
が
土
台
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
文
和
５
年
は

れ
て
い
ま
す
。
文
和
５
年
は

幕
府
滅
亡
か
ら

幕
府
滅
亡
か
ら
2020
年
が
過
ぎ

年
が
過
ぎ

た
頃
で
、
新
田
氏
と
足
利
氏

た
頃
で
、
新
田
氏
と
足
利
氏

が
鎌
倉
の
争
奪
戦
を
繰
り
返

が
鎌
倉
の
争
奪
戦
を
繰
り
返

し
、
さ
ら
に
足
利
尊
氏
と
直

し
、
さ
ら
に
足
利
尊
氏
と
直

義
の
兄
弟
が
覇
を
争
っ
て
い

義
の
兄
弟
が
覇
を
争
っ
て
い

た
時
代
で
す
。石
塔
は
そ
の

た
時
代
で
す
。石
塔
は
そ
の

頃
の
武
将
の
墓
で
し
ょ
う
。

頃
の
武
将
の
墓
で
し
ょ
う
。

　

石
塔
の
パ
ワ
ー
は
強
く
、

　

石
塔
の
パ
ワ
ー
は
強
く
、

足
が
つ
る
、
頭
痛
が
す
る
と

足
が
つ
る
、
頭
痛
が
す
る
と

い
う
人
が
何
人
も
出
ま
し

い
う
人
が
何
人
も
出
ま
し

た
。
大
根
師
が
長
い
時
間
祈

た
。
大
根
師
が
長
い
時
間
祈

っ
た
の
で
す
が
、
離
れ
て
い

っ
た
の
で
す
が
、
離
れ
て
い

た
た
め
届
き
に
く
か
っ
た
よ

た
た
め
届
き
に
く
か
っ
た
よ

う
で
す
。
少
し
改
善
し
た
と

う
で
す
。
少
し
改
善
し
た
と

い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

い
う
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　

＊
上
町
屋
天
満
宮
の
力

＊
上
町
屋
天
満
宮
の
力　

上
町
屋
は
柏
尾
川
沿
い
に
あ

上
町
屋
は
柏
尾
川
沿
い
に
あ

る
の
で
、
戦
の
時
は
町
全
体

る
の
で
、
戦
の
時
は
町
全
体

が
修
羅
場
に
な
っ
た
で
し
ょ

が
修
羅
場
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
。
天
満
宮
は
町
に
と
っ
て

う
。
天
満
宮
は
町
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
社
で
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
社
で
し

た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
本

た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
本

殿
と
稲
荷
社
の
前
、
特
に
大

殿
と
稲
荷
社
の
前
、
特
に
大

ケ
ヤ
キ
の
根
元
が
強
力
な
よ

ケ
ヤ
キ
の
根
元
が
強
力
な
よ

う
で
す
。

う
で
す
。
4040
代
の
女
性
は

代
の
女
性
は

「
前
に
引
っ
張
ら
れ
る
」。

「
前
に
引
っ
張
ら
れ
る
」。
5050

代
の
女
性
は
「
手
が
び
り
び

代
の
女
性
は
「
手
が
び
り
び

り
す
る
」と
反
応
。し
か
し
、

り
す
る
」と
反
応
。し
か
し
、

　

土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒

　

土
砂
災
害
に
対
す
る
警
戒

避
難
体
制
の
強
化
と
防
災
意

避
難
体
制
の
強
化
と
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
６

識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
６

月
９
日
、
鎌
倉
市
十
二
所

月
９
日
、
鎌
倉
市
十
二
所

で
、
十
二
所
町
内
会
自
主
防

で
、
十
二
所
町
内
会
自
主
防

災
組
織
（
約
５
１
０
世
帯
）

災
組
織
（
約
５
１
０
世
帯
）

に
よ
る
避
難
訓
練
が
実
施
さ

に
よ
る
避
難
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
地
域
住
民
ら
約
２
０
０

れ
、
地
域
住
民
ら
約
２
０
０

人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

十
二
所
町
内
会
で
は
、
会

　

十
二
所
町
内
会
で
は
、
会

長
の
角
田
正
敬
さ
ん
を
防
災

長
の
角
田
正
敬
さ
ん
を
防
災

本
部
長
に
、
地
域
を
９
ブ
ロ

本
部
長
に
、
地
域
を
９
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
班
を
つ
く

ッ
ク
に
分
け
て
班
を
つ
く

り
、
班
ご
と
に
防
災
委
員
を

り
、
班
ご
と
に
防
災
委
員
を

置
い
た
住
民
グ
ル
ー
プ
が
構

置
い
た
住
民
グ
ル
ー
プ
が
構

成
さ
れ
て
い
る
。

成
さ
れ
て
い
る
。

　

午
前
９
時
半
に
鎌
倉
市
防

　

午
前
９
時
半
に
鎌
倉
市
防

災
行
政
用
無
線
で
「
土
砂
災

災
行
政
用
無
線
で
「
土
砂
災

害
避
難
勧
告
」
が
発
令
さ

害
避
難
勧
告
」
が
発
令
さ

れ
、住
民
は
避
難
開
始
。各
地

れ
、住
民
は
避
難
開
始
。各
地

区
の
集
合
場
所
に
集
合
す
る

区
の
集
合
場
所
に
集
合
す
る

と
、
防
災
委
員
が
集
ま
っ
た

と
、
防
災
委
員
が
集
ま
っ
た

住
民
の
名
簿
を
作
成
、
ト
ラ

住
民
の
名
簿
を
作
成
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
で
防
災
本
部

ン
シ
ー
バ
ー
で
防
災
本
部

（
十
二
所
公
民
館
）に
避
難
者

（
十
二
所
公
民
館
）に
避
難
者

数
や
状
況
を
報
告
後
、
公
民

数
や
状
況
を
報
告
後
、
公
民

館
に
避
難
者
を
誘
導
し
た
。

館
に
避
難
者
を
誘
導
し
た
。

鎌
倉
警
察
や
消
防
・
消
防
団

鎌
倉
警
察
や
消
防
・
消
防
団

が
安
全
確
保
を
行
っ
た
。

が
安
全
確
保
を
行
っ
た
。

　

十
二
所
公
民
館
で
県
藤
沢

　

十
二
所
公
民
館
で
県
藤
沢

土
木
事
務
所
職
員
の
防
災
講

土
木
事
務
所
職
員
の
防
災
講

話
が
あ
り
、
早
目
の
避
難
行

話
が
あ
り
、
早
目
の
避
難
行

動
、
避
難
の
声
か
け
が
大
切

動
、
避
難
の
声
か
け
が
大
切

な
こ
と
を
話
し
た
。
市
総
合

な
こ
と
を
話
し
た
。
市
総
合

防
災
課
が
地
区
危
険
箇
所
マ

防
災
課
が
地
区
危
険
箇
所
マ

ッ
プ
や
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ッ
プ
や
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
た
。

ビ
ス
を
紹
介
し
た
。

　

角
田
防
災
本
部
長
は
「
日

　

角
田
防
災
本
部
長
は
「
日

ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
行

ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
行

動
を
一
人
一
人
考
え
て
ほ
し

動
を
一
人
一
人
考
え
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
防
災

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
防
災

委
員
の
金
井
勝
政
さ
ん
は

委
員
の
金
井
勝
政
さ
ん
は

「
集
ま
る
こ
と
で
近
所
の
人

「
集
ま
る
こ
と
で
近
所
の
人

と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
も

と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
も

大
切
と
思
っ
た
」
と
訓
練
の

大
切
と
思
っ
た
」
と
訓
練
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
。

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
。

　

今
年
創
建
１
０
１
年
目
を

　

今
年
創
建
１
０
１
年
目
を

迎
え
た
鎌
倉
市
材
木
座
の
五

迎
え
た
鎌
倉
市
材
木
座
の
五

所
神
社
が
、
毎
年
６
月
の
第

所
神
社
が
、
毎
年
６
月
の
第

１
週
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
を

１
週
に
行
わ
れ
る
例
大
祭
を

「
五
所
神
社
材
木
座
ま
つ

「
五
所
神
社
材
木
座
ま
つ

り
」
と
新
た
に
名
前
を
定

り
」
と
新
た
に
名
前
を
定

め
、
６
月
８
・
９
・

め
、
６
月
８
・
９
・
1111
日
に
祭

日
に
祭

り
を
執
り
行
っ
た

り
を
執
り
行
っ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

６
月
９
日
は
梅
雨
空
の

　

６
月
９
日
は
梅
雨
空
の

下
、
午
前

下
、
午
前
1010
時
か
ら
五
所
神

時
か
ら
五
所
神

社
神
殿
で
例
大
祭
が
行
わ

社
神
殿
で
例
大
祭
が
行
わ

れ
、
神
輿
３
基
、
子
ど
も

れ
、
神
輿
３
基
、
子
ど
も

神
輿
３
基
が
お
祓
い
の
あ

神
輿
３
基
が
お
祓
い
の
あ

と
、
次
々
と
お
渡
り
を
開

と
、
次
々
と
お
渡
り
を
開

始
。
材
木
座
町
内
を
練
り

始
。
材
木
座
町
内
を
練
り

歩
き
、
午
後
３
時
す
ぎ
に

歩
き
、
午
後
３
時
す
ぎ
に

光
明
寺
を
経
由
し
て
材
木

光
明
寺
を
経
由
し
て
材
木

座
海
岸
へ
向
か
っ
た
。

座
海
岸
へ
向
か
っ
た
。

　

海
岸
で
は
大
勢
の
見
物

　

海
岸
で
は
大
勢
の
見
物

客
に
囲
ま
れ
、
２
基
の
神

客
に
囲
ま
れ
、
２
基
の
神

輿
が
海
上
渡
御
を
行
い
、

輿
が
海
上
渡
御
を
行
い
、

「
せ
い
や
、
せ
い
や
」
の
威

「
せ
い
や
、
せ
い
や
」
の
威

勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に

勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に

沖
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

沖
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

　

材
木
座
な
ら
で
は
の
迫
力

　

材
木
座
な
ら
で
は
の
迫
力

あ
る
感
動
の
光
景
だ
っ
た
。

あ
る
感
動
の
光
景
だ
っ
た
。

（
文
・
写
真　

浪
花
惠
昭
）

（
文
・
写
真　

浪
花
惠
昭
）

　

日
本
最
古
の
築
港
跡
・
国

　

日
本
最
古
の
築
港
跡
・
国

指
定
史
跡
の
「
和
賀
江
島
」

指
定
史
跡
の
「
和
賀
江
島
」

（
鎌
倉
市
材
木
座
）
の
清
掃

（
鎌
倉
市
材
木
座
）
の
清
掃

保
全
活
動
が
６
月
２
日
に
行

保
全
活
動
が
６
月
２
日
に
行

わ
れ
た

わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
１
９
７
７

。
１
９
７
７

年
（
昭
和

年
（
昭
和
5252
）
か
ら
地
元
住

）
か
ら
地
元
住

民
ら
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

民
ら
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

て
今
年
で

て
今
年
で
4343
回
目
。

回
目
。

　

材
木
座
自
治
連
合
会
（
渡

　

材
木
座
自
治
連
合
会
（
渡

辺
英
昭
会
長
）
の
呼
び
か
け

辺
英
昭
会
長
）
の
呼
び
か
け

で
、
住
民
や
商
店
会
、
市
の

で
、
住
民
や
商
店
会
、
市
の

職
員
、
鎌
倉
岩
手
県
人
会
、

職
員
、
鎌
倉
岩
手
県
人
会
、

和
賀
江
島
築
港
に
奥
州
の
和

和
賀
江
島
築
港
に
奥
州
の
和

賀
盛
綱
が
関
わ
っ
た
縁
で
１

賀
盛
綱
が
関
わ
っ
た
縁
で
１

９
９
５
年
か
ら
参
加
し
て
い

９
９
５
年
か
ら
参
加
し
て
い

る
岩
手
県
の
北
上
市
和
賀
江

る
岩
手
県
の
北
上
市
和
賀
江

島
清
掃
団
（
佐
藤
克
英
代

島
清
掃
団
（
佐
藤
克
英
代

表
）
表
）
1212
人
ら
も
前
日
か
ら
泊

人
ら
も
前
日
か
ら
泊

ま
り
こ
み
で
加
わ
っ
た
。
千

ま
り
こ
み
で
加
わ
っ
た
。
千

葉
の
北
上
ふ
る
さ
と
会
も
昨

葉
の
北
上
ふ
る
さ
と
会
も
昨

年
か
ら
参
加
し
、
今
回
は

年
か
ら
参
加
し
、
今
回
は
2020

人
ほ
ど
が
駆
け
つ
け
た
。

人
ほ
ど
が
駆
け
つ
け
た
。

　

午
前
９
時
半
に
清
掃
開

　

午
前
９
時
半
に
清
掃
開

始
。タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、空
き

始
。タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、空
き

缶
、
流
木
や
海
藻
な
ど
を
集

缶
、
流
木
や
海
藻
な
ど
を
集

め
、
１
時
間
ほ
ど
で
不
燃
ゴ

め
、
１
時
間
ほ
ど
で
不
燃
ゴ

ミ
・
可
燃
ゴ
ミ
に
分
け
た
ゴ

ミ
・
可
燃
ゴ
ミ
に
分
け
た
ゴ

ミ
袋
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
。

ミ
袋
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

若
葉
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
鎌

　

若
葉
の
緑
が
ま
ぶ
し
い
鎌

倉
市
材
木
座
の
小
規
模
多
機

倉
市
材
木
座
の
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
務
所
「
材

能
型
居
宅
介
護
事
務
所
「
材

木
座
あ
じ
さ
い
の
家
」
の
庭

木
座
あ
じ
さ
い
の
家
」
の
庭

園
で
、
６
月
１
日
ビ
ア
ガ
ー

園
で
、
６
月
１
日
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
が
開
か
れ
、
近
隣
住
民

デ
ン
が
開
か
れ
、
近
隣
住
民

や
自
治
会
員
な
ど
約

や
自
治
会
員
な
ど
約
8080
人
が
人
が

参
加
し
た

参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
今
年
で

。
今
年
で

３
回
目
の
催
し
。

３
回
目
の
催
し
。

　

施
設
利
用
者
も
屋
外
に
出

　

施
設
利
用
者
も
屋
外
に
出

て
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
施
設

て
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
施
設

の
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
と
ビ
ー

の
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
と
ビ
ー

ル
を
味
わ
い
な
が
ら
生
バ
ン

ル
を
味
わ
い
な
が
ら
生
バ
ン

ド
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

ド
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

　

同
施
設
は
、
市
民
の
篤
志

　

同
施
設
は
、
市
民
の
篤
志

家
か
ら
約
４
百
坪
の
土
地
と

家
か
ら
約
４
百
坪
の
土
地
と

和
風
邸
宅
の
寄
贈
を
受
け
て

和
風
邸
宅
の
寄
贈
を
受
け
て

社
会
福
祉
法
人
「
鎌
倉
静
養

社
会
福
祉
法
人
「
鎌
倉
静
養

館
」（
西
﨑
猛
之
理
事
長
）

館
」（
西
﨑
猛
之
理
事
長
）

が
地
域
密
着
型
の
介
護
サ
ー

が
地
域
密
着
型
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
施

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
施

設
管
理
者
の
萩
原
克
さ
ん
は

設
管
理
者
の
萩
原
克
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
親
し

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
親
し

ま
れ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指

ま
れ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

〝
食
を
介
し
た
心
豊
か
な

　

〝
食
を
介
し
た
心
豊
か
な

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
〞
を

地
域
共
生
社
会
づ
く
り
〞
を

目
指
す
「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ

目
指
す
「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ

鎌
倉
」（
渡
辺
公
子
代
表
）

鎌
倉
」（
渡
辺
公
子
代
表
）

に
６
月
９
日
、
鎌
倉
女
子
大

に
６
月
９
日
、
鎌
倉
女
子
大

ゼ
ミ
生

ゼ
ミ
生
1717
人
が
参
加
し
、
子

人
が
参
加
し
、
子

ど
も
た
ち
と
の
サ
ン
ド
イ
ッ

ど
も
た
ち
と
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
づ
く
り
や
遊
び
に
協
力
し

チ
づ
く
り
や
遊
び
に
協
力
し

た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌

　

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌

倉
」
は
市
内
の
飲
食
店
の
定

倉
」
は
市
内
の
飲
食
店
の
定

休
日
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

休
日
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

営
業
外
の
施
設
を
会
場
に
、

営
業
外
の
施
設
を
会
場
に
、

生
産
者
の
提
供
品
や
家
庭
内

生
産
者
の
提
供
品
や
家
庭
内

の
余
剰
品
の
寄
付
な
ど
の
食

の
余
剰
品
の
寄
付
な
ど
の
食

材
を
使
っ
て
、
参
加
し
た
子

材
を
使
っ
て
、
参
加
し
た
子

ど
も
や
大
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ど
も
や
大
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で
食
事
づ
く
り
と

ア
の
協
力
で
食
事
づ
く
り
と

会
食
を
し
て
い
る
。
２
０
１

会
食
を
し
て
い
る
。
２
０
１

７
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
毎
月

７
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
毎
月

４
回
ほ
ど
開
催
。

４
回
ほ
ど
開
催
。

　

こ
の
日
は
腰
越
の
パ
ン
職

　

こ
の
日
は
腰
越
の
パ
ン
職

人
・
山
本
眞
揮
さ
ん
が
パ
ン

人
・
山
本
眞
揮
さ
ん
が
パ
ン

の
材
料
を
提
供
し
、
パ
ン
作

の
材
料
を
提
供
し
、
パ
ン
作

り
を
指
導
。
犬
の
顔
を
し
た

り
を
指
導
。
犬
の
顔
を
し
た

ニ
ン
ジ
ン
入
り
、
ト
マ
ト
入

ニ
ン
ジ
ン
入
り
、
ト
マ
ト
入

り
の
パ
ン
が
次
々
に
焼
き
あ

り
の
パ
ン
が
次
々
に
焼
き
あ

が
っ
た
。

が
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
サ
ン
ド
イ

　

子
ど
も
た
ち
と
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
づ
く
り
、
栄
養
価
を
考

ッ
チ
づ
く
り
、
栄
養
価
を
考

え
た
「
野
菜
た
く
さ
ん
の
ミ

え
た
「
野
菜
た
く
さ
ん
の
ミ

ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」
や
パ
ン
の

ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」
や
パ
ン
の

耳
を
揚
げ
た
か
り
ん
と
う
づ

耳
を
揚
げ
た
か
り
ん
と
う
づ

く
り
を
ゼ
ミ
生
た
ち
が
担
当

く
り
を
ゼ
ミ
生
た
ち
が
担
当

し
た
鎌
倉
女
子
大
学
家
政
学

し
た
鎌
倉
女
子
大
学
家
政
学

部
管
理
栄
養
学
科
の
中
谷
弥

部
管
理
栄
養
学
科
の
中
谷
弥

栄
子
教
授
は
、「
学
生
と
地

栄
子
教
授
は
、「
学
生
と
地

域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
、

域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
、

子
ど
も
食
堂
の
現
場
体
験
を

子
ど
も
食
堂
の
現
場
体
験
を

目
的
に
年
４
回
の
参
加
を
予

目
的
に
年
４
回
の
参
加
を
予

定
し
て
い
る
」
と
話
す
。

定
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　

児
童
学
部
の
梨
本
加
菜
教

　

児
童
学
部
の
梨
本
加
菜
教

授
は
「
保
育
士
な
ど
を
目
指

授
は
「
保
育
士
な
ど
を
目
指

す
学
生
た
ち
の
学
び
の
場
」

す
学
生
た
ち
の
学
び
の
場
」

と
話
し
、
ゼ
ミ
生
た
ち
が
ウ

と
話
し
、
ゼ
ミ
生
た
ち
が
ウ

ノ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
バ
ル

ノ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち

ー
ン
ア
ー
ト
で
子
ど
も
た
ち

と
交
流
し
た
。

と
交
流
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
に
も
パ

　

参
加
し
た
保
護
者
に
も
パ

ン
作
り
は
幼
児
も
楽
し
め
て

ン
作
り
は
幼
児
も
楽
し
め
て

よ
か
っ
た
と
好
評
だ
っ
た
。

よ
か
っ
た
と
好
評
だ
っ
た
。

等
覚
寺
の
石
塔
群

等
覚
寺
の
石
塔
群

泣
塔
泣
塔

上
町
屋
天
満
宮
の
大
ケ
ヤ
キ

上
町
屋
天
満
宮
の
大
ケ
ヤ
キ

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 2626

洲
崎
の
パ
ワ
ー
地
図

洲
崎
の
パ
ワ
ー
地
図

土
砂
災
害
避
難
訓
練
に

土
砂
災
害
避
難
訓
練
に
200200
人人

十
二
所
自
主
防
災
組
織
が
実
働

十
二
所
自
主
防
災
組
織
が
実
働

令
和
元
年　

名
称
新
た
に

令
和
元
年　

名
称
新
た
に

五
所
神
社
材
木
座
ま
つ
り

五
所
神
社
材
木
座
ま
つ
り

和
賀
江
島
で

和
賀
江
島
で

介
護
施
設
で

介
護
施
設
で

清
掃
保
全
活
動

清
掃
保
全
活
動

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

あ
じ
さ
い
の
家

あ
じ
さ
い
の
家

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」」

み
ん
な
の
食
堂

み
ん
な
の
食
堂

鎌
倉
女
子
大
生
参
加

鎌
倉
女
子
大
生
参
加

２０１９年（令和元年）７月１日 第484号 1部　108円 （２）


